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戦
争
準
備
の
た
め
に
日
本
学
術
会
議
を
権
力
の
支
配
下
に
置

く
「
学
術
会
議
解
体
法
」
が
６
月
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
成
立

し
た
。
戦
争
準
備
を
進
め
る
時
の
政
府
の
意
向
に
沿
わ
な
い
学
者

を
「
解
任
」
で
き
る
。
こ
の
参
院
選
で
、
外
国
人
へ
の
差
別
を
煽

る
排
外
主
義
が
台
頭
し
た
。
あ
っ
た
こ
と
を
無
か
っ
た
こ
と
に
す

る
歴
史
修
正
主
義
も
横
行
し
て
い
る
。
こ
れ
も
戦
争
（
準
備
）
も

自
国
第
一
主
義
だ
。
戦
争
準
備
は
実
質
平
和
憲
法
改
悪
で
あ
る
。 

 

個
人
は
国
家
の
た
め
あ
る
の
？ 

 

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
戦
争
準
備
（
教
育
統
制
）
は
ど
う

か
？ 

18
歳
と
20
歳
の
若
者
の
名
簿
を
自
治
体
が
自
衛
隊
に
提

供
し
て
い
る
。
子
ど
も
防
衛
白
書
が
自
民
党
政
権
の
防
衛
政
策
そ

の
ま
ま
子
ど
も
に
「
理
解
」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
奈
良
教
育

大
附
属
小
で
、
創
意
工
夫
し
て
教
育
実
践
す
る
教
員
達
が
「
出

向
」（
強
制
転
勤
）
さ
せ
ら
れ
た
、
全
国
で
「
君
が
代
」・「
日
の 

      

丸
」
使
わ
ぬ
教
員
が
処
分
さ
れ
て
き
た
。
広
島
市
で
は
平
和
教
育

副
読
本
か
ら
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
や
「
第
五
福
竜
丸
」
を
削
除
さ

れ
た
。
教
育
勅
語
賛
美
の
動
き
も
あ
ち
こ
ち
に
。
戦
争
準
備
の
た

め
に
、
教
育
内
容
を
改
悪
す
る
、
権
力
に
逆
ら
わ
な
い
教
員
に
し

て
い
く
攻
撃
が
続
く
。 

戦
中
戦
前
の
教
育
は
、
「
教
育
勅
語
」
を
教
育
の
真
髄
と
さ
れ
、

国
定
教
科
書
で
あ
っ
た
し
、
戦
争
中
は
軍
人
が
学
校
に
配
置
さ
れ

も
し
た
。
国
・
天
皇
・
戦
争
の
た
め
に
、
個
人
は
国
家
に
奉
仕
す

る
も
の
（
戦
死
す
れ
ば
「
誉
」)

と
の
考
え
で
あ
っ
た
。
国
家
権

力
が
教
育
を
支
配
し
て
い
た
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
を
戦
場
に
送

り
、
「
銃
後
の
守
り
」
も
強
い
た
。
加
害
と
被
害
の
犠
牲
者
を
た

く
さ
ん
生
み
出
し
た
。
戦
後
の
政
治
と
教
育
は
こ
の
反
省
の
上
に

憲
法
や
教
育
基
本
法
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
国
家
と
個
人
の
関
係

は
？ 
個
人
は
国
家
の
た
め
に
あ
る
の
で
な
く
て
、
国
家
は
人
間

の
尊
敬
、
個
人
の
幸
福
の
た
め
に
あ
る
と
。
戦
前
と
正
反
対
で
あ

る
。
こ
れ
が
教
育
の
根
本
的
な
転
換
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
教
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育
行
政
の
あ
り
方
を
10
条
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
国
家
は
教
育
内
容
に
介
入
す
る
な
！ 

 

第
10
条
「
教
育
は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
国

民
全
体
に
対
し
て
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
②
教
育
行
政
は
、
こ
の
自
覚
の
も
と
に
、
教
育
の
目
的
を

遂
行
す
る
に
必
要
な
諸
条
件
の
整
備
確
立
を
目
標
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
す
な
わ
ち
、
国
家
権
力
に
よ
る
「
不
当
な
支

配
」(

教
育
介
入)

を
許
さ
ず
、
国
家
の
た
め
で
な
く
「
国
民
全
体

に
対
し
て
」
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
教
育
行

政
（
文
部
省
や
教
育
委
員
会
）
は
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
し
や
す

い
教
育
条
件
（
教
職
員
の
働
き
や
す
い
労
働
条
件
も
）
を
整
備
確

立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
姿
勢
だ
。
だ
か

ら
当
初
は
学
習
指
導
要
領
も
単
な
る
「
試
案
」
で
あ
り
、
子
ど
も

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
教
職
員
で
自
主
的
に
創
意
工
夫
し
て
授

業
が
進
め
ら
れ
、
教
育
委
員
会
も
公
選
制
で
あ
り
、
職
場
に
自
由

と
民
主
主
義
を
、
教
室
に
真
実
を
と
活
気
づ
い
て
い
た
。 

し
か
し
戦
後
の
教
育
の
歴
史
は
こ
の
民
主
・
平
和
教
育
の
土

台
（
教
育
基
本
法
）
を
骨
抜
き
し
実
質
改
悪
へ
の
道
で
あ
っ
た
。

特
に
朝
鮮
戦
争
の
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
が
対
社
会
主
義

国
と
い
う
反
共
へ
変
化
し
て
、
警
察
予
備
隊
の
創
設
、
自
衛
隊
へ

の
変
質
に
伴
い
、
教
育
も
、
教
員
の
勤
務
評
定
（
後
は
人
事
評
価

に
）、
道
徳
教
育
の
特
設
（
後
は
教
科
）、
全
国
学
力
テ
ス
ト
、
学

習
指
導
要
領
の
何
回
に
も
及
ぶ
改
悪
や
法
的
拘
束
力
の
強
化
、

「
働
か
せ
放
題
」
の
給
特
法
の
制
定
な
ど
な
ど
反
動
教
育
政
策
、

多
忙
化
政
策
が
強
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
一
次
安
倍
内
閣
の
時
、

教
育
基
本
法
の
改
悪
（
２
０
０
６
年
）
で
あ
る
。 

「
日
本
を
取
り
戻
す
」
と
、
教
育
の
目
的
に
「
愛
国
心
」
を

育
て
る
こ
と
に
。
教
育
行
政
は
「
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な

く
」
の
文
言
は
残
し
な
が
ら
も
、
国
民
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負

う
の
で
な
く
「
こ
の
法
律
及
び
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
」
や
「
教
育
振
興
の
た
め
の
施
策
」
の
基
本
方
針
や
計
画
を
、

と
国
家
の
関
与
を
し
や
す
く
し
て
い
る
。
こ
の
改
悪
以
降
、
教
育

再
生
会
議
や
地
方
自
治
体
の
首
長
ら
も
出
席
す
る
教
育
総
合
会
議

な
ど
に
よ
り
教
育
行
政
（
権
力
）
の
教
育
内
容
へ
の
介
入
が
強
ま

っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
拡
大
を
利
用
し
た
政
権
と
教
育
行
政
は
こ
れ

に
拍
車
を
か
け
た
。 

 

ど
ん
な
教
科
書
を
？ 

誰
が
決
め
る
？ 

 
教
科
書
問
題
を
考
え
よ
う
。
教
科
書
検
定
強
化
（
悪
化
）
に

よ
り
南
京
大
虐
殺
の
人
数
を
ぼ
や
か
し
た
り
、
朝
鮮
人
の
「
強
制

連
行
」
や
「
従
軍
慰
安
婦
」
を
書
か
せ
な
か
っ
た
り
、
沖
縄
戦
の
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「
集
団
自
決
」
で
の
日
本
軍
の
指
示
を
削
除
し
た
り
、
戦
争
美
化

す
る
教
科
書
会
社
が
で
き
た
り
、
そ
の
教
科
書
を
採
択
さ
せ
る
道

を
つ
く
っ
た
り
、
心
配
、
危
険
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
私
が
現
役
の

時
小
学
校
社
会
教
科
書
の
現
場
採
択
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る(

職
場
代
表
、
市
代
表
で
な
く
教
育
委
員
会
に
よ
る
委
嘱
で

民
主
的
で
な
い)
。
い
く
つ
か
の
市
町
村
の
広
域
採
択
で
あ
る
。

５
人
ぐ
ら
い
の
教
員
で
、
全
社
の
教
科
書
を
内
容
点
検
し
、
よ
り 

               

マ
シ
な
教
科
書
を
、
５
人
話
し
合
い
ま
た
は
多
数
決
で
、
１
位
〜

３
位
の
教
科
書
会
社
の
順
位
を
決
め
て
教
育
委
員
会
へ
出
す
、
す

る
と
無
条
件
で
、
１
位
の
教
科
書
会
社
の
が
採
択
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
、
順
位
は
書
く
な
、
各
社
の
特
徴
を
書
い
て
出

せ
、
採
択
を
決
め
る
の
は
教
育
委
員
会
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

大
工
さ
ん
ら
は
自
分
が
毎
日
使
う
道
具
は
自
分
で
選
ぶ
、
な
ぜ
教

員
は
毎
日
毎
時
間
使
う
、
教
科
書
を
教
育
の
専
門
家
で
な
く
子
ど

も
と
日
々
接
し
て
な
い
教
育
委
員
（
会
）
が
決
め
る
ん
や
、
政
治

的
歴
史
的
に
悪
い
教
科
書
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
昨
年
天
理
市

憲
法
を
生
か
す
会
で
２
回
教
科
書
展
示
会
場
へ
中
学
校
歴
史
教
科

書
の
内
容
調
べ
に
行
き
、
あ
ま
り
に
も
良
く
な
い
（
学
徒
戦
場
動

員
を
「
志
願
」
と
し
た
り
、
特
攻
隊
員
の
戦
死
を
「
散
華
」
と
す

る
戦
争
賛
美
の
）
教
科
書
会
社
の
だ
け
は
採
用
し
な
い
で
ほ
し
い

と
要
望
を
市
教
育
委
員
会
へ
出
し
た
。
そ
の
教
科
書
は
採
用
さ
れ

ず
、
他
の
マ
シ
な
教
科
書
が
採
用
さ
れ
た
。 

今
日
の
教
育
現
場
は
、
た
い
へ
ん
。
長
時
間
・
過
重
労
働
・

多
忙
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
労
働
者
自
身
が
労
働
条
件
改
善
、
戦

争
加
担
教
育
反
対
な
ど
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
が
、
戦
争
準
備
の
教

育
統
制
問
題
を
、
保
護
者
・
労
働
者
・
市
民
の
労
働
条
件
改
善
、

憲
法
改
悪
阻
止
、
戦
争
準
備
反
対
運
動
と
し
て
、
共
に
闘
っ
て
い

く
私
た
ち
の
姿
勢
と
行
動
も
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？ 

（
い
な
ば 

こ
う
い
ち
） 

子どもにも歴史修正主義  市教育委員会も設置者とな

っているが、子どもたちに正しくこの歴史を教えてほし

いとの願いだった。証言史実の「強制連行」「慰安所」

をなかったことにして、教えようということか？ 

 


